
 

●機械工学Ａコース（全５回）講座内容● 

 

コ ー ス 名 機械工学 A コース（姫路） 

科  目  名 材料力学 

講  師  名 木村 真晃 授 業 日 数 １日 

講 義 目 的 

達 成 目 標 

機械工学はもちろん広く工学において、構造物（例えば自動車やロ

ボット）が壊れないように設計・製作・使用することは最も重要な問

題の一つである。この問題を解決するに必要な基礎知識および考え方

を体系化した学問が材料力学である。 

本講義では単純な形状の構造要素（棒）が力を受けた場合を対象に、棒

に生じる応力やひずみの概念を理解させる。そして棒に種々の力が加わる

場合について、演習問題の解説を行いながら、棒の変形と強度解析ができ

る能力を養う。さらに梁の強度解析についても講義を行う。 

授 業 計 画 

講 義 内 容 

 以下の主要事項について説明する。また，重要な事項については演

習問題の説明，および演習も行う。 

 

○ 語句の説明(力の合成･分解，外力･反力･内力,偶力･モーメント) 

○ 力の釣合方程式、自由体線図 

○ 応力とひずみ、安全率 

○ 棒の引張・圧縮下での応力・変位解析 

○ 不静定問題の解析，熱応力解析  

○ 二軸状態における応力とひずみ 

○ モールの応力円 

○ 梁の形式と支持条件、集中荷重と分布荷重 

○ 曲げモーメント図とせん断力図 

○ 梁の曲げ応力解析、断面二次モーメント、断面係数 

○ 梁のたわみ解析 

 

「軸のねじり」「柱の座屈」「ひずみエネルギー」等については時間

の関係で講義できないため，本講義で得た基礎知識をもとに、「材料力

学」の教科書等で学習することが望ましい。 

 

 



 

コ ー ス 名 機械工学Ａコース（姫路） 

科  目  名 流体力学 

講  師  名 高垣 直尚 授 業 日 数 １日間 

講 義 目 的 

達 成 目 標 

「流体力学」とは、空気や水のような流れる物体の挙動を数学的に

取り扱うことのできる学問である。工業的には、ポンプ・送風機・風

力発電機・航空機の翼・エンジン・船舶・新幹線や車の空力設計・空

調・製鉄など、様々な分野で利用される。 

 

本講義では、流体の物性、圧力と高さの関係、静水圧、連続の式、ベル

ヌーイの式、圧力損失、運動量の法則、および、抗力と揚力などの主要事

項について講義する。また、流体関連機器の開発方法の初歩を事例紹介す

る。 

授 業 計 画 

講 義 内 容 

 教科書（機械工学概論、共立出版、1999 年）を使用し，教科書 12

章および 13 章に沿って以下の主要事項について説明する。また、重

要な事項については演習問題の説明および演習も行う。 

 

1. 流体力学とは（教科書の 12.1 節） 

2. 流体の物性および流体力学で使用される物理量と単位（12.1 節） 

3. 圧力と高さの関係（12.2 節） 

4. 静水圧（12.2 節） 

5. 連続の式とベルヌーイの式（12.3 節） 

6. 管路流れ（12.4 節） 

7. 管路における圧力損失（12.4 節） 

8. 運動量の法則（12.6 節） 

9. 抗力と揚力（12.5 節、13.6 節） 

10. 流体機器の開発方法（13 章） 

 

 

 

 

 



 

 

コ ー ス 名 機械工学 A コース（姫路） 

科  目  名 熱力学 

講  師  名 山口 義幸 授 業 日 数 １日 

講 義 目 的 

達 成 目 標 

「熱力学」の基本法則 (エネルギー保存の法則とエントロピー増大

の法則) は，人類がこれまで夢の機関として何度も試みてきた永久機

関の失敗から生み出された法則である。現在，我々の快適な日常生活

を支えている機械は，すべてこれらの法則に基づいて設計・運転され

ている。この講義では，さまざまな熱機関の効率を計算するのにこれ

らの法則がどのように使われているのかを中心に解説していく。 

授 業 計 画 

講 義 内 容 

 「熱力学」における以下の主要事項について，例題と演習問題を交

えながら説明していく。 

 

１．熱力学第一法則 

・ 熱力学に関係する主な物理量と単位 

・ 内部エネルギー，エンタルピー 

・エネルギー保存の法則 

２．理想気体 

・状態量と状態式 

・定積比熱と定圧比熱 

・理想気体の状態変化 

３．熱力学第二法則 

・熱機関とサイクル 

・カルノーの主張と第二法則 

・エントロピー増大の法則 

４．蒸気 

・蒸気線図 

・湿り蒸気と乾き度 

５．理論サイクル 

・ガス動力サイクル（オットーサイクル、ディーゼルサイクル、 

 ブレイトンサイクル） 

・蒸気動力サイクル（ランキンサイクル） 

・冷凍サイクル 

 



 

 

コ ー ス 名 機械工学 A コース（姫路） 

科  目  名 機械力学 

講  師  名 黒田 雅治 授 業 日 数 １日 

講 義 目 的 

達 成 目 標 

機械力学とは、高校で習った力学の法則を用い、機械や構造物の動

的な動きを取り扱う学問で、動力学の一つの分野と位置付けられる。

機械を設計する際、技術者はその機械を運転することで生じる振動・

騒音を予測しておくことが必要である。人類はこれまで共振という現

象によって多くの機械を損壊してきた歴史がある。設計した機械が共

振によって激しく振動することは絶対に避けなければならない。この

講義では、減衰のある線形 1 自由度振動系の自由振動と強制振動の解

析法まで自在に使いこなせることを到達目標とする。機械技術者とし

て必須の振動工学の基礎を身に着けよう！ 

授 業 計 画 

講 義 内 容 

 「機械力学」における以下の主要事項について，例題と演習問題を

交えながら説明していく。 

 

1．力学の復習           

2．力学と機械力学と共通点と相違点       

3．微分方程式の解き方 

4．減衰のない１自由度系の自由振動 

5．減衰のある１自由度系の自由振動 

6．減衰のある１自由度系の強制振動 (過渡応答と定常応答) 

7．減衰のある１自由度系の強制振動 (周波数応答と振動伝達率) 

 

 



 

 

 

 

コ ー ス 名 機械工学Ａコース 

科  目  名 機械材料 

講  師  名 松本 直浩 授 業 日 数 １日間 

講 義 目 的 

達 成 目 標 

 

機械材料において、使用されている材質は金属と非金属に大

別されるが、本講義ではおもに金属材料における基本的な性質

について理解を深めることを目的とする。 

 

 機械材料として用いられている金属材料の化学的性質や物理

的性質について理解するとともに、強度や延性などの機械的性

質について理解することを目標とする。 

 

 

授 業 計 画 

講 義 内 容 

 

テキスト「機械工学概論」の第４章「機械材料」の内容に基

づいて進める計画である。内容については補足説明を行い、関

連する内容のプリント配布を行う予定である。 

 

おもな講義内容は以下の通りである。 

１．機械材料の種類 

２．結晶構造 

３．格子欠陥 

４．材料の機械的性質 

５．材料試験の種類 

６．金属の塑性変形 

７．回復と再結晶 

８．鉄鋼材料の種類 

９．平衡状態図 

１０．炭素鋼の熱処理 

１１．炭素鋼の組織 

１２．非鉄金属とその合金 

 

 



 


